
柏レイソルとセーブ・ザ・チルドレンは、たたかない、怒鳴らない子育ての普及を
進めています。たたいたり、怒鳴ったりすると子どもにどのような影響があるの
か、そうしないためにはどうしたらいいのか、といった子育てのヒントを、参加者
みんなで考えるワークショップを開催します。

日々の子育てや
子どもとの関わり方を
振り返ってみませんか？

託児
あり

参加
無料

参加者の声

たたかない、怒鳴らない子育てを実践するにあたり、
自分の心とも向き合いたいと思いました。
（未就学児の親）

■

子どもに寄り添って一緒に考えたり遊んだり、
楽しんでいこうと思いました。
（未就学児の親）

■

子どもも一人の人間であるということを、これからも
尊重して過ごしていきたいと強く思いました。
（未就学児の親）

■

※アンケートをもとに再編集

※写真はイメージです

・ なぜ、たたいたり、怒鳴ったりしてはいけないのか
・ イライラの対処法　・ 子どもに寄り添う方法
・ 子どもに「伝わる」しつけの方法　など

日時

内容

場所 30名三協フロンテア柏スタジアム　記者会見場

※8/31は恐れ入りますが、自家用車でのご来場ができません。
　9/5は自家用車でのご来場は可能です。

先 

着

詳しい講座内容、お申し込み方法は裏面へ

11：00～13：00
8月31日（土）2019年 9月5日（木）2019年

申込締切：8月27日(火) 申込締切：9月1日(日)

13：00～15：00
※受付は15分前から開始

※託児希望者は8月23日（金） ※託児希望者は8月29日（木）

※受付は15分前から開始

① ②

対象

0歳～18歳未満の子どもを育てている方

託児

無料（先着順、首すわりごろ～未就学児）

定員
各回

ご都合の良い回にお申込みください。

たたかない、怒鳴らない
子どもと向き合うヒント

みんなで考えるワークショップ

持ち物：ミルク、水筒、おむつ、着がえ、簡単なおやつ、
　　　 その他日常使用されているもの一式をご持参ください

〒277-0083　千葉県柏市日立台1-2-50



どもと過ごす毎日は、楽しく幸せなことがたくさん。
でも、時には思い通りに行かなくてイライラしたり、落ち込んだりす

ることも・・・。
そんな時、どのように子どもと向き合ったら良いのでしょうか。
最近、子どもの発達を支える子育ての研究結果が次々と明らかになってき
ています。
今回は2時間のワークショップの中で、「なぜ、子どもをたたいたり、怒鳴っ
たりしてはいけないのか」「子どもが大事なことを学ぶためにはどうしたら
いいのか」についてワークを通じて考えます。
参加者同士で話しながら、子どもとの関わり方を振り返ってみませんか。

子

たたかない、怒鳴らない
子どもと向き合うヒント

みんなで考えるワークショップ

日々の
子育ての
ヒント

たたくこと、怒鳴ることの、
子どもへの影響を知る イライラを知る

子どもに寄り添う 「伝わる」しつけをする

1 2

3 4

セーブ・ザ・チルドレンは、日本を含む世界約120ヶ国で子ども支援活動を行う、民間・
非営利の国際ＮＧＯです。子どもの権利が実現された世界を目指し、100年にわたり活
動しています。
柏レイソルとセーブ・ザ・チルドレンは、2012年から世界の子どもたちを支える活動を
続けており、その一環として、たたかない、怒鳴らない子育ての普及を進めています。

申込方法

メールにて、以下の内容をご記入のうえお申し込みください。
1.希望の参加日(表面①②のいずれか)2.氏名 3.電話番号 
4.メールアドレス 5.子どもの人数と年齢
6.託児をご希望の方は、お子さんの名前（フリガナ）
　 /生年月日/託児経験の有無

※業務上取り扱う全ての個人情報は、柏レイソルにて厳重に管理いたしますが、
　本ワークショップの実施および活動報告やイベント、セミナー等のご案内に必要な範囲で、
　セーブ・ザ・チルドレン・ジャパンと情報を共有させていただきます。
※取材が入る可能性があります。撮影・取材が不可の場合、申込時にお申し出ください。

※会場については日立柏レイソルまで、内容については
　セーブ・ザ・チルドレン・ジャパンまで
　お問い合わせください。

株式会社 日立柏レイソル 　
04-7162-2203（担当：事業部 河原）
公益社団法人セーブ・ザ・チルドレン・ジャパン
03-6859-6869（担当：岩井）

主催・お問い合わせ

お申し込み先：株式会社日立柏レイソル（担当：事業部 河原）
　　　　       save@reysol.hitachi.co.jp


